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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  2016年11月5日（土）午後6時

からポールスター札幌 4階ラベ

ンダーを会場に，酪農学園大

学・短期大学学園祭「白樺祭」

実行委員同窓会を開催いたしま

した。 

 全国各地から同窓生25名，在

学生20名，ほか学園職員2名と

大変多くの方々が，11月始めに

しては極めて珍しい大雪という

悪天候の中，集まって頂きまし

た。 

 酪農学園大学の学園祭は，数度の中断を経な

がら，1997年6月27日（金）に中断前の学園祭

の名称を引き継ぎ，新生「白樺祭」として復活

しました。第1回から数回は，金曜日の前夜祭，

土，日の本祭2日間の計3日間の開催でした。そ

の後，幾多の存亡の危機を迎えながらも，開催2

日間というスタイルで何とか継続し，本年

（2016年）には第20回目を迎え，無事に終える

事ができました。 

 今回の同窓会はその復活後20回目の白樺祭開催

を記念し，山條力矢さん（第16回白樺祭実行委員

長）を幹事代表として企画されたものです。当日

は学園から第1回目の顧問だった林多喜夫さん

（現・大学入試部事務次長），学生部学生課の大

学祭担当の立川直生さんにもご出席頂きました。 

（４頁につづく） 

編集後記 4 
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２０１５年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５５９名 

 大   学 計   ２８，６８５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，５０９名 

 合 計 計   ５９，２４０名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５１，５４３名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０）  ２６支部

（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

大学・短大白樺祭実行委員同窓会報告  



  道南地区同窓会報告  

 １１月５日（土）に開催された酪農学園大学主催の「第５

１回酪農公開講座」の前日の４日午後６時から、「八雲遊楽

亭」を会場にして、酪農学園同窓会道南地区同窓会が開催さ

れた 

 同総会には八雲町周辺の同窓生、および大学関係者等２８

名が出席した。本学からは竹花一成学長や講師の小岩政照教

授、エクステンションセンター関係者、同総会等から６名が

出席した。 

 会は荻本正八雲町役場課長補佐（短大ⅡコースOB）の司

会進行で進められ、開会挨拶を道南地区会長都築信夫氏が歓

迎の挨拶と同窓の絆の重要性を述べた。 

 続いて来賓挨拶として竹花一成学長から公開講座開催に伴

う関係者へのお礼と大学の現況等について、ご紹介いただい

た。  

 次に今回の開催地の中心である八雲町、森町、長万部町で

構成される渡島第二支部の吉田英明支部長の乾杯により懇親

会となった。  

 その後、出席者が一人ずつ壇上にあがり、自己紹介と近況

報告を行なった。小岩教授（講師）は北海道酪農発祥の地と

も言える八雲町での公開講座の講師としての抱負を述べた。

機農高校OB加藤喜一氏からは「酪農学園八雲会」という酪

農学園同窓会が以前に活動していた貴重なお話しをご紹介い

ただいた。  

 最後は加藤氏の万歳三唱により会を閉じたが、時間切れで

集合写真撮影の後、酪農讃歌合唱が出来なかったことが心残

りでした。  

 今回の同窓会は八雲町周辺にお住いの高校（機農・三愛女

子）、短大、大学各学科の同窓生２２名に出席いただき、今

年就職したOB（H２７卒）から機農高校農業科１１期OB

（S２９卒）まで幅広い年齢層の同窓生にご参加いただきま

した。  

 なお、５日(土)に開催された第５１回酪農公開講座は９０

名を超える出席者があり、盛会裏に終了したとのことでし

た。  

  

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

近畿地区総会報告 
 １０月１日午前10時から京都聖護院御殿荘を会場に近畿地

区総会・懇親会が開催された。出席者は地区会員１3名、本

学から加藤清雄同窓副会長、谷山弘行理事長、近雅宣常務理

事にご出席いただきました。 

 総会は山本浩光地区会長の挨拶に続き、近畿地区、悲願の

関西事務所の設立について、現状等を、向井京都支部長より

説明が有りました。その後、現状における意見、取り組みを

進めるにあたっての意見、今後の進め方等についての意見を

参加者より聞いた。具体的な意見が数々提案された。 

 今後の進め方として、これらの意見を十分考慮しつつ、近

畿地区の中に、関西事務所の設置にむけての委員会を立ち上

げた。 委員として、山本近畿地区長・向井京都支部長・澤

竹和歌山支部長・河野緑風会近畿支部長の４名を選出した。

このメンバーにて同窓会、学校と設置に向けての協議をして

いく以上の事を決めました。 

１時からの懇親会の部は、加藤同窓会副会長、谷山理事長、

近常務理事のご挨拶をいただき、和やかで、有意義な懇親会

となりました。 （文責 山本浩光） 

 

中部地区富山県支部総会報告 

 富山県支部は、平成28年10月16日(日) 午後2時から総会(約

30分間)、集合写真撮影、懇親会(午後5時頃)を持ちました。  

 この会には、先立って持たれた中部地区各県支部長会議に

参加された小山久一同窓会会長、谷山弘行学園理事長、近雅

宣学園常務理事のお三方が来賓として参加してくださいまし

た。 

 富山県支部の会員は事務局からの名簿では約140名(重複を

除く)が登録されていましたが、事務局名簿に従い富山県支

部総会の開催案内を発送したところ2通のみが宛先不明でし

た。総会等案内の返信数は74通(回収率約53%)、内出席者数

29名(21%)、欠席者数45名(32%)でした。欠席と案内された

会員の中には県外に在住のため出席を見合わせたい(横浜市

在住の方は名前が空欄)という方が 6名ありました。 

 総会の議題は会則の改正が主でしたが、賛成多数で承認さ

れ、役員も再任となって総会も閉じられ、写真撮影室にて富

山県支部2016年度総会の記念集合写真を撮り、待望の懇親会

となりました。 

 懇親会は、谷山学園理事長の挨拶、近雅宣常務理事の乾杯

に始まり、宴の中で小山久一同窓会会長が黒澤酉蔵翁の踏跡

についてプロジェクターを活用して独自に調査された内容を

丁寧に報告されました。   ～中略～ 

 本会の会員層は、機農高校、三愛高校、短期大学、四年制

大学、六年制大学、大学院等を2015年度までに卒業、修了さ

れた方々という多年代層( 60年超)によって構成されています

が、野幌の大自然の中で培われた三愛精神と実学教育という

心の豊かさは、脈々と今も継続されていると感じた有益な時

でした。 (文責：富山県支部長 永井 勝)  



同期会ＯＢ会紹介コーナー            
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第４巻 第６号（通号４２号） 

  農業経済学科1972年度入学同期会報告  

 ９月１７日（土）同日午後６時から新札幌アークシティホテ

ルを会場にして２３名の恩師、同窓生が出席しました。昼間の

ホームカミングデーにも５名が出席していました。 

 同期会では最初に永眠された恩師や同窓生を悼み、黙祷で始

められました。恩師（大谷先生、中原先生、三島先生、菅沼先

生）から近況を含めてのご挨拶をいただき、中原先生の乾杯の

ご発声で祝宴に入りました。  

 近況報告も交えての懇親会は和気藹々のうちにあっという間

に２時間を経過しました。途中に当時の状況をふり返るための

スライドも放映され、各自思い思いに４０年の歳月をふり返り

ながら、現況を交えたテーブルスピーチが行なわれました。 

 最後は時間切れになり、記念撮影ののち閉会となりました。   

 その後は２次会に移動してさらに懇親は深まり、閉店まで

延々と続けられました。 

 

 野幌機農高等学校昭和３７年卒業同期会告  

「機農寮が消えた」 

 昭和３７年卒業、野幌機農高等学校農業科、農経科同期会が

１０月６日札幌市ジャスマックホテルで開催されました。 

 卒業時１４０余名中、出席者は１４名でした。懇親会参加者

に観てもらおうと学園同窓会事務局にビデオを借りに行ったと

ころ、「機農寮取りこわし」との事、同行幹事、工藤穂君と向

かったところ重機が整地していました。 

 初代馬小屋改築の機農寮に１年生の時、胸をふくらませて入

寮し、その年の秋に２代目機農寮に入寮した５７年前を想い出

し、今は姿のない俺達の機農寮にそしてトンガリ屋根の礼拝

堂、食堂よ、ただ ただ絶句・・・ 一棟だけポツンと残って

いる大志寮よ物置となった農経科の大志寮よお前だけが行く末

を見守ってくれと願いつつ跡にしました。 

 （文責 札幌地区代表幹事 野辺地孝則） 

 獣医学科第１1期生同期会報告    

 10月15日（土曜日）に獣医学科11期生卒業38周年「熊本

震災復旧を応援する佐渡島同期会」が佐渡島で参加者25名で行

なわれた。 

 14日（金）の前夜祭には20名が参加し、翌15日(土)には新

潟港佐渡汽船乗船所に集合して、新潟港～佐渡両津港と周り、

日吉神社～トキの森公園～史跡佐渡金山～大佐渡スカイライン

を見学し、宿泊 は「両津やまきホテル」となった。翌日16日

(日) には両津港 ～ 新潟港を経ての解散となった。 

 皆、定年を迎える年に成り第2の人生をしっかり歩んでいま

す。15日夜は竹花学長から大学の現状について、深いお話が有

りました。それぞれ自己紹介を学生記番号順に紹介（みな学生

番号は完璧に覚えています）。 

 学長を輩出した11期は元気いっぱい学長を支えることを誓

い、全国から集まり、それぞれ現実に戻って行きました。 

 来年は福岡開催、再来年は40周年で本学近郊での開催が決ま

りました。（文責 高橋俊彦） 

 

 

 獣医学科第１期生同期会報告   

 平成２８年１０月２９日（土）札幌市 ホテルKKR札幌で全国

から１５名の同期生が集まり、旧交を温めつつ楽しい一夜を過

ごしました。 

 久しぶり参加した同窓生曰く「皆に有ったら一瞬で学生時代

に戻った」と楽しそうに語っていたのが印象に残りました。 

 我々も、７０才を過ぎ、一日一日を大切にして行く年代にな

りました。楽しい思い出作る事が出来る同窓会を大切にして、

一回でも多く開催できる事を念じています。 

 来年は、岩手県で開催する事を約束し別れました。 

    2016.10.30 (文責 獣医科一期生 木村周一) 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

 あ と が き 

 

 １１月初旬に大雪が降り、交通マヒとなり、各種OB会等にも

多少影響があったとお聞きしています。 

 昨年は記録的な少雪でしたが、今年は大雪の予感がします。 

 2016年も残すところ１ヶ月となりました。前号でもお伝えし

ましたが、学園役員も大幅に変更になりました。 

 同窓会から評議員互選の理事として小山久一会長が学園理事

に就任しております。 

 同窓会も全国的な地区支部のネットワークが出来上がるとい

ろいろな形での母校支援が可能になると考えております。 

 また、同窓生同士の同期会、クラブOB会、ゼミ・研究室OB

会等さまざまな同窓会開催が活発に行なわれることを期待して

います。 

 組織化が進み、財政的にも安定してくると、内実が問われて

きますので皆様のご意見を拝聴しながら、事業計画の策定に望

みたいと考えております。 

 沖縄県支部から宗谷支部までを網羅したユニークな同窓会活

動の展開を皆様の英知を結集して進めたいと思いますのでご協

力をお願い申し上げます。 

  

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

 

 １１月 

  17日（木）  第52回酪農公開講座（松本市） 

  17日（木）  長野支部同窓会（酪農公開講座時）（松本） 

  18日（金）  酪農学園大学公開講座（東京） 

  18日（金）  公開講座 

  19日（土）  北海道第3（道南）地区会（八雲） 

  20日（日）  関東甲信越高校合同同窓会（東京） 

  26日（土）  北海道第4地区宗谷支部総会（枝幸） 

  27日（日）  中国地区島根県支部設立準備会(出雲） 

  27日（日）  中国地区鳥取県支部総会（倉吉） 

 

１２月 

  17日（土）  四国地区香川県支部総会（高松） 

  17日（土）  北海道第二地区日高第二支部総会（静内） 

  

 １月 

  11日（水）  緑風会総会・懇親会 

  21日（土）  道東地区十勝支部総会 

 

同窓会は卒業生を応援します 
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〇熊本・大分地震義援募金結果について 

  

 熊本・大分地震で被災した酪農学園同窓会会員へのお

見舞いの目的で７月１日～８月３１日の期間に実施した

募金総額は７６５，９８４円でした。 

ご協力いただいた全国の同窓生に紙面をお借りして厚く

お礼申し上げます。 

なお、義援募金は１１月１３日の熊本県支部総会におい

てお見舞金としてお渡しされました。 

 初めに，第1回実行委員長だった菅木佑始さん（淀川中央動物病

院長（大阪府））の挨拶・白樺祭の歴史紹介・乾杯に始まり，現

委員会顧問教員の栃原孝志（食と健康学類）による近年の白樺祭

の現状報告，参加された皆さんのスピーチ（事前予告なしでした

が皆さん協力ありがとう），さらにビンゴ大会（遠方から来られ

た方が持ち寄られた各

地の名産などを賞品と

して提供頂きまし

た）， 

 今年度委員長（栗本

君）の2016年度の報

告，次年度委員長（中

村君）の来年への決意

表明を経て，あっとい

う間に予定の時間とな

り，最後にてんちゃん

の涙が止まらない感動

的な話，そして元・学

生部の林さんの乾杯，集合写真撮影でお開きとなりました。 

 その後，２次会，３次会，４次・・ と続いていきました。 

 次回は5年後にしたいとの意見で一致しましたので，とりあえず

この場を借りて記録に残しておきます。 

 酪農学園同窓会の皆様，多額の助成金を賜りまして厚くお礼を

申し上げます。（文責・栃原 孝志） 

 

 

 


